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【公表番号】特表2018-527604(P2018-527604A)
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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月24日(2019.6.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
【表６】

本開示の実施態様の一部を以下の［項目１］－［項目４２］に記載する。
［項目１］
　複数の光学活性要素と、
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　前記複数の光学活性要素に隣接する本体層と
　を含む導光物品であって、前記本体層が、１１０℃超１７０℃未満のクロスオーバー温
度及び３５℃超７０℃未満のＴｇを有する熱可塑性脂肪族ポリウレタンを含む、導光物品
。
［項目２］
　前記光学活性要素が、ビーズ又は微細構造化要素を含む、項目１に記載の導光物品。
［項目３］
　前記微細構造化要素が、縦方向に延びるプリズム又はコーナーキューブ要素である、項
目１又は２に記載の導光物品。
［項目４］
　前記コーナーキューブ要素が、切頂型キューブ又はフルキューブを含む、項目１～３の
いずれか一項に記載の導光物品。
［項目５］
　前記微細構造化要素が、重合性樹脂の反応生成物を含む、項目１～４のいずれか一項に
記載の導光物品。
［項目６］
　前記微細構造化要素が、固化した熱可塑性樹脂を含む、項目１～５のいずれか一項に記
載の導光物品。
［項目７］
　主面と前記本体層との間に接着促進表面処理を含み、接着促進表面処理が、プライマー
層、コロナ処理、又はこれらの組み合わせから選択される、項目１～６のいずれか一項に
記載の導光物品。
［項目８］
　ロールの両端部によって制限された幅を有するシート材のロールである、項目１～７の
いずれか一項に記載の導光物品。
［項目９］
　前記微細構造化要素に隣接する又はその上の鏡面反射コーティングを更に含む、項目１
～８のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目１０］
　前記微細構造化要素の一部に結合されたシールフィルムを更に含む、項目１～９のいず
れか一項に記載の導光物品。
［項目１１］
　第１の領域及び第２の領域を含む接着層を更に含み、前記第２の領域が、前記第１の領
域を囲み、かつ前記微細構造化要素に接触しており、前記第１の領域及び前記第２の領域
が、前記接着層と前記微細構造化要素の間に低屈折率層を形成するのに十分異なる特性を
有する、項目１～１０のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目１２］
　前記主面の反対側に、剥離ライナーで任意に被覆された感圧性接着剤を含む第２主面を
更に含む、項目１～１１のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目１３］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、入射光の強度の少なくとも７０％の光透過率を有
する、項目１～１２のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目１４］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、ポリオール、ポリイソシアネート、及び多官能性
ポリオールの反応生成物、又はポリオールと多官能性イソシアネートである前記ポリイソ
シアネートとの反応生成物を含む、項目１～１３のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目１５］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが分枝状である、項目１～１４のいずれか一項に記載
の導光物品。
［項目１６］
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　前記分枝状の熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、ソフトセグメントに共有結合されたハー
ドセグメントを含むブロック構造を含む、項目１～１５のいずれか一項に記載の導光物品
。
［項目１７］
　前記分枝状の熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、５０重量％～７５重量％の範囲のハード
セグメント含有量を有する、項目１～１６のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目１８］
　前記分枝状の熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、５５重量％～６８重量％の範囲のハード
セグメント含有量を有する、項目１～１７のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目１９］
　前記ポリオールがジオールを含む、項目１～１８のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目２０］
　前記ポリオールが、短鎖ポリオール及び長鎖ポリオールを含む、項目１～１９のいずれ
か一項に記載の導光物品。
［項目２１］
　前記ポリイソシアネートが、ジイソシアネートを含む、項目１～２０のいずれか一項に
記載の導光物品。
［項目２２］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、短鎖ポリオール、長鎖ポリオール、及び多官能性
イソシアネートの反応生成物である、項目１～２１のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目２３］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、短鎖ポリオール、長鎖ポリオール、多官能性ポリ
オール及びポリイソシアネートの反応生成物である、項目１～２２のいずれか一項に記載
の導光物品。
［項目２４］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、短鎖ポリオール、長鎖ポリオール、多官能性ポリ
オール及びジイソシアネートの反応生成物である、項目１～２３のいずれか一項に記載の
導光物品。
［項目２５］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、短鎖ポリオール、長鎖ポリオール、ジオール、多
官能性ポリオール及びポリイソシアネートの反応生成物である、項目１～２４のいずれか
一項に記載の導光物品。
［項目２６］
　短鎖ポリオール及び前記ポリイソシアネートの反応生成物が、前記熱可塑性ポリウレタ
ンの前記ハードセグメントを形成し、長鎖ポリオール及び前記ポリイソシアネートの反応
生成物が、前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンの前記ソフトセグメントを形成する、項目１
～２５のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目２７］
　前記長鎖ポリオールが、１８５ｇ／ｍｏｌ超の分子量を有する、項目１～２６のいずれ
か一項に記載の導光物品。
［項目２８］
　前記長鎖ポリオールが、脂肪族ポリエステルポリオール、ポリカプロラクトンポリオー
ル、ポリカーボネートポリオール、ポリエーテルポリオール、ポリオレフィンポリオール
、並びにこれらのコポリマー及び混合物からなる群から選択される、項目１～２７のいず
れか一項に記載の導光物品。
［項目２９］
　前記短鎖ポリオールが、１８５ｇ／ｍｏｌ未満の分子量を有する、項目１～２８のいず
れか一項に記載の導光物品。
［項目３０］
　前記短鎖ポリオールが、ブタンジオール、ヘキサンジオール、シクロヘキサンジメタノ
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ール、並びにこれらのコポリマー及び混合物からなる群から選択される、項目１～２９の
いずれか一項に記載の導光物品。
［項目３１］
　前記多官能性ポリオールが、三官能性グリセロール、トリメチロールプロパン、１，２
，６－ヘキサントリオール、１，２，４－ブタントリオール、及びトリエタノールアミン
、並びにこれらのコポリマー及び混合物からなる群から選択される、項目１～３０のいず
れか一項に記載の導光物品。
［項目３２］
　前記ポリイソシアネートが、ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート、イソホロンジ
イソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、トリメチルヘキサメチレンジイソシ
アネート、並びにこれらのコポリマー及び混合物からなる群から選択される、項目１～３
１のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目３３］
　前記多官能性イソシアネートが、イソシアヌレート基、アロファネート基、ウレトンイ
ミン基、及びウレトジオン基を有するオリゴマーを含有する、項目１～３２のいずれか一
項に記載の導光物品。
［項目３４］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、少なくとも５０のショアＤ硬度を有する、項目１
～３３のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目３５］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、８５未満のショアＤ硬度を有する、項目１～３４
のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目３６］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、３０，０００ｇ／ｍｏｌ～８００，０００ｇ／ｍ
ｏｌの範囲の重量平均分子量を有する、項目１～３５のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目３７］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、２．０～６．０の範囲の多分散度を有する、実質
的に単峰性の分子量分布を有する、項目１～３６のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目３８］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、６５℃未満のガラス転移温度を有する、項目１～
３７のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目３９］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、４０℃超のガラス転移温度を有する、項目１～３
８のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目４０］
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、少なくとも１３０℃のクロスオーバー温度を有す
る、項目１～３９のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目４１］
　前記熱可塑性ポリウレタンが、少なくとも１４０℃のクロスオーバー温度を有する、項
目１～４０のいずれか一項に記載の導光物品。
［項目４２］
　複数の光学活性要素と、
　前記複数の光学活性要素に隣接する本体層と
　を含む導光物品であって、前記本体層が、ポリオール、ポリイソシアネート、及び多官
能性ポリオールの反応生成物、又はポリオールと多官能性イソシアネートである前記ポリ
イソシアネートとの反応生成物を含む、熱可塑性脂肪族ポリウレタンを含み、
　前記熱可塑性ポリウレタンが、１１０℃超のクロスオーバー温度を有する、導光物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光学活性要素と、
　前記複数の光学活性要素に隣接する本体層と
　を含む導光物品であって、前記本体層が、１１０℃超１７０℃未満のクロスオーバー温
度及び３５℃超７０℃未満のＴｇを有する熱可塑性脂肪族ポリウレタンを含む、導光物品
。
【請求項２】
　前記光学活性要素が、ビーズ又は微細構造化要素を含み、かつ、前記微細構造化要素が
、（ｉ）重合性樹脂の反応生成物又は（ｉｉ）固化した熱可塑性樹脂のいずれかである、
請求項１に記載の導光物品。
【請求項３】
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、入射光の強度の少なくとも７０％の光透過率を有
する、請求項１に記載の導光物品。
【請求項４】
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、ポリオール、ポリイソシアネート、及び多官能性
ポリオールの反応生成物、又はポリオールと多官能性イソシアネートである前記ポリイソ
シアネートとの反応生成物を含む、請求項１に記載の導光物品。
【請求項５】
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが分枝状であり、かつ、該分枝状の熱可塑性脂肪族ポ
リウレタンが、ソフトセグメントに共有結合されたハードセグメントを含むブロック構造
を含む、請求項１に記載の導光物品。
【請求項６】
　前記ポリオールが、短鎖ポリオール及び長鎖ポリオールを含む、請求項４に記載の導光
物品。
【請求項７】
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、短鎖ポリオール、長鎖ポリオール、多官能性ポリ
オール及びジイソシアネートの反応生成物である、請求項４に記載の導光物品。
【請求項８】
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、短鎖ポリオール、長鎖ポリオール、ジオール、多
官能性ポリオール及びポリイソシアネートの反応生成物である、請求項４に記載の導光物
品。
【請求項９】
　短鎖ポリオール及び前記ポリイソシアネートの反応生成物が、前記熱可塑性ポリウレタ
ンの前記ハードセグメントを形成し、長鎖ポリオール及び前記ポリイソシアネートの反応
生成物が、前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンの前記ソフトセグメントを形成する、請求項
６に記載の導光物品。
【請求項１０】
　前記熱可塑性脂肪族ポリウレタンが、少なくとも５０及び８５未満のショアＤ硬度、３
０，０００ｇ／ｍｏｌ～８００，０００ｇ／ｍｏｌの範囲の重量平均分子量、４０℃超及
び６５℃未満のガラス転移温度、並びに少なくとも１３０℃のクロスオーバー温度を有す
る、請求項１に記載の導光物品。
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